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I read and understand the block structure and construction of Li-long which supporting formation of 
the modern city. By doing so, the urban structure integrated with commerce and residence shows clearly 
how it was functioning. 
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１． はじめに 
近代上海（1866～1949）は、実に多くの顔を持った都
市であった。公共租界、フランス租界、華界それぞれの
拡張によって形成された近代上海は、形成時期や地域に
よって都市構造や街区構造がまるで異なっていた。にも
かかわらず、都市形成の手法として共通して「里弄」が
用いられ、近代上海の都市形成を支えた。 
本研究では、租界成立当時からの商業中心地である南
京路一帯を調査対象とし、「里弄」の街区構造および建
築構成を読み解くことで、商住一体の都市構造がいかに
して機能していたのか、復元的に考察し明らかにする。
さらに、近代に建設された里弄が現代に至るまで、いか
にして継承されてきたのか。その主体となるのは、行政
であり住民であるのだが、彼らが空間や居住に対してど
のような考えを有していたのか、里弄の変容過程をひも
解くとともに、その根底にあるイデアを見出したい。 
 
２． 中国人による都市の再構築（1912－1949） 
（１）商業中心地の代替 
1912 年の中華民国政府の成立を契機として、ナショナ
リズムの気運が徐々に高まっていた。そして中国建国の
父である孫文の命令により、国外で商業活動をしていた
華僑たちが上海に招集され、中国人都市民層にむけた大
規模商業施設の建設が始まった。再開発の地となったの
が、西洋人たちの歓楽街である南京路東域に続く西域で
あり、1917年 10月に上海で初めてとなる中国人向け百貨
店「先施公司」が南京路と浙江路の交差点に開店した。
その後、次々と百貨店が南京路西域に建ちあがり、つい
に娯楽の中心地は、東域から西域へと代わっていった。 
（２）街区一体型里弄の建設 
1916 年に『新中式建築規則』、『新西式建築規則』が
公布され、建築構造や平面構成に関する詳細な規定が定
められ、都市建築は規格化される。くわえて、その直後
から始まる道路拡幅計画によって、前近代に形成された
都市は再構築されていった。 
本研究では、南京路西域の再開発地において街区一体
として建設された４つの里弄を対象に、実測調査を実施
し档案資料を合わせて復元的に分析を行った。ここでは、
そのうちの１例を示す。 
1931 年に建設された慈安里は、南京路沿いに建つ百貨
店、新新公司の街区北側に位置し、街区周囲を煉瓦造３
階建ての店舗建築が囲う（図１）。里弄内部は、同じプ
ランの里弄建築が３棟南向きに、均等に配置され、１棟
は東側に「コの字プラン」西側に「Ｌ字プラン」の２つ
のプランで構成される。開発
者を知るため『上海公共租界
工部局地価表』に書かれた土
地借地人の名前を見てみる
と、里弄が建設される前年の
1930年に Hanson, 
J.C. and Mcneil,D から Atki 
nson&Dallas.Ld.へと借地人
が変化していることが分か
った。 図１ 1937年慈安里 
Hosei University Repository
 Atkinson&Dallas.Ld.建築事務所が慈安里の設計に携
わったかどうかは定かではないが、ディベロッパーとし
て開発を手がけたことは明らかである。 
次に、里弄を構成する建築について見ていく。 
・里弄建築 
 里弄建築は、天井の位置によって「コの字プラン」、
「Ｌ字プラン」、「I 字プラン」の３つのタイプに分ける
ことが出来る。それぞれのプランについて実測調査図面
をもとに考察を進めると、その平面構成は明らかに規格
化されていることが分かる。まず、間口１間の幅は４ｍ
前後で統一されており、内寸で考えると 12英尺（≒3.6m）
におおよそ一致する（表１）。これは、1900 年『中式建
築規則』において「一般的な中式家屋」とされる 12英尺
×24英尺に準ずる。1916年『新中式建築規則』において
「一般的な中式家屋の面積は 400平方英尺を超えないもの
とする」と修訂されたが、１間の幅は 12英尺が基準とさ
れていたことが明らかになった。さらに、敷地面積当た
りの天井（前庭＋後庭）の割合を算出したところ、平面
プラン毎に数値がほとんど等しくなった。このことから、
防火や衛生を目的とした天井の設置義務が詳細に指定さ
れていたと言える。 
 
 
 
 
・街区周囲建築 
 街区周囲に建つ店舗建築は、木骨煉瓦造２階建ての伝
統的な華式建築から、煉瓦造３階建ての洋風建築へと変
化した。とくに、南京路一帯に建設された里弄のファサ
ードには、柱のレリーフや三角屋根など美しく装飾が施
されている。その風貌は、外資系企業のオフィス建築と
よく似ている。しかしその平面構成は大きく異なり、天
井を有し１間幅ごとに独立した棟割式建築である（図２）。
建築構造やファサードにおいて西洋を取り入れたのに対
し、平面構成はあくまで里弄建築が基本とされており、
その背景には中国人がもつ空間に対するイデアが影響し
ているのだろう。 
 
 
 
（３）職住商遊の関わり 
当時の里弄内の様子を知る手がかりとして、1937 年に
発行された『上海市行号路図録』がある。この商用地図
を見ると、里弄内には会社や工場、遊郭など様々な用途
が存在していたことが分かる。調査対象の一つである永
平安里はかつて遊郭として使用されており、２階にはバ
ルコニーが設置されるなど装飾が他より華美であること
からも伺える。また街区周囲建築には、風呂屋、理髪店、
診療所など里弄内で生活する人々のための機能と旅館、
料亭、会社といった商人や旅行者のための機能が混じり
あい存在している。 
さらに、人口過密の都市中心部では仕事の徹底的な細
分化が行われ、生活に関する様々な雑業が存在しており、
それらは里弄内の弄を中心として営まれていた。人々の
生活範囲は、里弄内にとどまらず街区周囲におよび、そ
して商業の活動範囲は里弄内部へとおよんでいた。 
道路から門を境にして街区内部へと引き込まれた弄は、
時には外部の公的性格を里弄内へと引き入れ、そして時
には天井から連続した私的空間へと変化した。 
「弄」が性格を柔軟に変化させることで、職住商遊が一
体となった街区構造が可能になったといえる。 
 
３． 国家の成立と都市の統制（1949－1976） 
（１）商住一体構造の崩壊 
1949 年に中華人民共和国が成立し、政府は公私合営政
策を開始した。公私合営とは、私営企業や公私合営企業
に対し社会主義改造を実施し、ほとんどを国有企業に改
組する政策であり、里弄の商住一体の街区構造に大きな
変化をもたらした。 
里弄を構成する不動産は全て国有化され、房管局の管
理下に置かれた。彼らは、手に入れた不動産を、全て住
宅として家のない人々や路上生活者たちに安い賃借料で
貸し出した。住宅以外の機能はなくなり、弄内で活動し
ていた職業者たちもまた姿を消し、代わりに周辺地域か
らよそ者がやって来た。政府管理下のもとでは、同郷コ
ミュニティなどは関係なく、外部者には上海人よりも多
くの家賃を支払うことが課せられていたこともあり、政
府は外部者の入居を斡旋したと推測される。 
こうして、商住一体の街区構造は崩壊し、人々のコミ
ュニティも希薄化した。 
（２）細分化される住空間 
租界内では、人口は依然として増え続け、住宅不足問
題は深刻であった。さらに賃借料の低下も要因となり、
本来は１戸１家族であった里弄住宅は、度重なる又貸し
によって細分化されていった。以下、その手法を示す。 
a）平面的分割 
里弄建築を平面的に分割する手法は、里弄の街区構成
手法と等しい。道路から弄を引き込み、弄を介して里弄
建築を配するのと同様に、表と裏を通る弄から住戸の敷
a）慈安里 ｂ）徳仁里 ｃ）永平安里 ｄ）益買里
里弄建築プラン コの字プラン L字プラン コの字プラン L字プラン コの字プラン L字プラン L字プラン Ｉ字プラン
棟高 （㎜） 9012 9012 9160 9160 9090 8890 8670 8670
1階天井高　（㎜） 3510 3510 3530 3530 3380 3360 3610 3610
2階天井高 （㎜） 3455 3455 3350 3350 3360 3500 3300 3300
敷地面積 （㎟） 145.52 100.02 193.97 133.82 172.7 111.03 96.89 49.75
天井 （㎟） 15.94 15.64 21.65 20.87 19.41 17.51 15.07 16.43
敷地面積/天井 （％） 11.0 15.6 11.2 15.6 11.2 15.8 15.6 33.0
店舗 天井
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N
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表１ 調査対象里弄データ 
図２ 街区周囲建築プラン 
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地内の弄を引き込み、各居室を繋いでいく。そうするこ
とで、各居室の私的性格は守られつつ、天井とひとつな
がりの弄は、時に共住者たちのコモン空間へと変化する。 
 
 
 
 
b）断面的分割 
 里弄建築の階高は１階が約 3.6m、２階が約 3.2mと高く、
断面的に分割利用が可能である。 
１つは屋根裏空間の利用であり、ほぼ全ての里弄にお
いて増築がみられた。また、１階部分を縦に２分割して
中２階を設ける例もある。天井高は２ｍにも満たず、立
つことはできるものの、人間が生活する上で最低限度の
空間である。さらに、天井を室内化する例があり、表門
からのアプローチがなくなったことで、里弄建築内部は
完全に公と私に分断されている（図４）。 
 
 
 
 
各居室は、独立した空間として私的性格を強め、かつ
てはコモン空間として機能していた天井や客堂までもが
増築によって居室へと代わった。 
里弄建築の平面構成は本来、弄に面して「表」と「裏」
に分かれ、公私の段階性を有していた。そして天井を中
心として空間のヒエラルキーが存在していた。ところが、
内部空間が細分化されたことで、空間のヒエラルキーは
薄れ、公私空間の段階性に変化が生じた。 
 
４． 規制緩和による都市改造（1976－2013） 
（１）行政による動き 
1976 年の改革解放後、高層ビル建設のために多くの里
弄が取り壊され、前近代に形成された都市の様相は激し
く変化した。その一方で、近代歴史遺産に対する評価が
見直され、政府によって里弄を含めた歴史的建築や街並
みの保存、整備の動きが活発化していく。しかし、自由
な増改築によって雑居化した里弄の再生は困難であり、
外壁や弄といった公共空間の整備を行うことが精一杯で
あった。その後 1990年代になると、1920年以降に建設さ
れた煉瓦造の里弄建築を対象
に、大規模な増築工事が行わ
れ、居住面積の確保が図られ
た。徳仁里では、街区周囲建
築が３層から５層へと増築さ
れ、その増築部分の風貌は、
既存部分との調和がみられる
ものの、街並みに大きな影響
を与えた（図５）。 
 
前近代に建設された里弄には、「保存」という静的な
対応がとられたのに対し、1920 年以降に建設された里弄
は動的に変化していった。 
（２）継承のための更新 
近年、里弄内部に新たな変化が起きはじめた。その背
景として、1992年から政府が始めた土地批租制度がある。
土地批租とは、国家の土地使用権を一定期間、有償で貸
し出し、期間満了後に土地に建つ建築物とともに国有に
帰属させる制度である。この制度によって民間による土
地開発が盛んに行われ、里弄もまたその対象となった。
しかし、高地価の都市部において、街区一体の開発は困
難であり、１戸を単位として部分的に建て替えが行われ
ていった。永平安里では、４戸の「コの字プラン」が連
なるうち西端の１戸が、鉄筋コンクリート造７階建ての
ビルへと建て替わっている（図６）。里弄建築は棟割り
式であり、隣接する住戸と境界壁を共有するが、各戸の
平面構成は独立しているために部分的に取り壊すことが
可能となる。１間幅の細長い敷地を最少単位として、近
代の敷地割を継承しながら建築が更新されていくプロセ
スは里弄建築の特徴であり、高層ビルへと建て替わって
もなお里弄の街区構造は持続されていく。 
 
 
 
 
１階（現況）
天津路478弄-11　平面図　
0 1 5m2
N
ｂ）徳仁里
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図４ 断面的分割事例 
図５ 徳仁里外観 
図６ 永平安里 立面図 
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（３）減築による再生 
近年、若者の流出や生活水準の向上により里弄建築の
所々に空室が出るようになった。それはわずかな面積で
はあるが、１つ２つと組み合わさることで、新たな住宅
プランがつくられていく。徳仁里の例では、１組の夫婦
が２階の３室と３階の屋根裏部屋をまとめて賃貸し、そ
れぞれキッチン、浴室、居間、
寝室と明確に機能を分けて
使用し、暮らしている。リフ
ォームされた家の中は、全面
にフローリングが敷かれ、里
弄内部とは思えないほど快
適な生活空間が広がってい
る（図７）。このように、居
住者の人数や生活形態に合
わせて、空間を増減させなが
ら実に多様なプランを実現
できるのである。 
 
この他に、職業学校の寮へと再生した例がある。 
徳仁里にある「Ｌ字プラン」の里弄建築は、１戸全体
が寮へと再生された。天井を入り正面に位置する客間は
食堂として使用され、東
側に位置する廂房には事
務所が置かれ、寮の管理
および外部者の立ち入り
を監視している。そして
２階にある３つの居室で
は、入寮者達が共同で生
活をしている。さらに１
階部分は、境界壁を貫い
て隣接する里弄建築の１
室を取り込み、面積を増
やしている（図８）。 
 
 
 
上に挙げた２つの事例は、空間を「閉じる」「開く」と
いう行為によって、その空間の性格を変化させ、各居室
を繋ぐ弄や天井を緩衝空間としながら里弄建築を再生し
ている。このような事例は決して多くないが、里弄の再
生方法として評価でき、里弄建築の住宅としての価値を
住民達が再認識するきっかけとなることを期待したい。
そうすれば、里弄は物質的保存のみにならず、文化や伝
統もまた継承されていくだろう。 
 
５． 結論 
本研究では、都市、街区、建築の空間構造を歴史的つ
ながりの中で捉え、とくに、商業中心地域に焦点を当て、
その変容過程を読み解いてきた。小さな個を単位として
連なる里弄は、「万能の器」として、連結・排除・増築・
減築といったあらゆる作用にも対応し、空間を代謝させ
ながら、近代都市組織を現在に継承してきたといえる。 
 以上、都市、街区、建築といった物理的な側面につい
て言及してきたが、里弄建築の代謝を促し、都市を継承
してきたのは、そこで暮らす人々であった。となれば、
彼らが上海という都市をどのように理解し、空間を形成
してきたかということが、極めて重要となる。 
そこに私は、「需要と供給」というキーワードを見出
した。 
西洋人によって形成された都市の中で、かつての中国
人たちは、職をもつことで自らの場所を見つけ、近代と
いう激動の時代を強く生きてきた。彼らは、西洋人の仕
事や生活上の需要を支え、そして租界内での居住が認め
られると、自らの生活需要を補うための様々な生業が誕
生した。これは商都上海の特徴であり、上海人がもつ「需
要」に対する「供給」の早さは、彼らの「空間の使い方」
にも大きく影響しているのではないかと思う。 
上海人のもつ空間に対するイデアが、里弄建築のもつ
空間の柔軟性と上手く重なりあい、上海特有の里弄を形
成し、継承しているといえるだろう。 
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